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「宇治市歴史的風致維持向上計画（第２期）（初案）」 

への意見募集結果及び最終案について 

 

 

 

  宇治市歴史的風致維持向上計画（第２期）（初案）について実施しましたパブリック

コメントの結果及び最終案について、報告いたします。 

 
 
 
 
１．意見募集期間 
   令和４年１２月２６日（月）から令和５年１月３１日（火）まで 
 
 
２．意見提出者数及び意見数 
  
   意見提出者数   １人 

提 出 方 法 人 数 
持参  ０人 
郵便    ０人 
ファクシミリ    １人 
電子メール    ０人 
インターネット    ０人 
市民の声投書箱    ０人 

 
 
   意見数      １件 

区  分 件 数 
１．計画全般に関すること １件 

 
 

 

 

 

 

 

 

令 和 ５ 年 ３ 月 ７ 日 
建 設 ・ 水 道 常 任 委 員 会 資 料 
都市整備部歴史まちづくり推進課 
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３．意見及びこれに対する宇治市の考え方 

 

Ｎｏ ご意見等の概要 ご意見に対する本市の考え方 意見の反映 

１．計画全般に関すること 

１-1 地域が中宇治にかたよりすぎていな

いか。 

各地域に歴史ある神社仏閣もある

し、地域独特の祭礼も、その他歴史的

な行事、建物もそれぞれの地域にある

と思われるが。 

重点区域の拡大について検討して

まいりましたが、国と協議において、

重点区域の要件が調った宇治川上

流域のみ拡大が認められました。 

 ご意見のとおり、中宇治以外にも歴

史ある神社仏閣、祭礼等もありますこ

とから、各地域におけるそれらの調査

を行い、今後、各地域の重点区域認

定の可能性について検討してまいり

たいと考えております。 

修正なし 



資料１

【令和3年度】 4月19日

検討着手

・計画策定について

4月26日 第1回歴史的風致維持向上協議会

5月20日 国交省ヒアリング

10月14日 三省庁ヒアリング

2月7日 第2回歴史的風致維持向上協議会

・策定検討期間の延長

【令和4年度】

6月29日 第1回歴史的風致維持向上協議会

7月21日 三省庁ヒアリング

10月25日 三省庁ヒアリング

11月30日 第2回歴史的風致維持向上協議会

12月26日
～1月31日 パブリックコメント

3月3日 第3回歴史的風致維持向上協議会

3月7日

国への申請令和4年度末

宇治市歴史的風致維持向上計画（第2期）の進捗状況について

建設水道常任委員会（報告）

3月7日

建設水道常任委員会（報告）

12月20日

建設・水道常任委員会

（初案及びパブリックコメントの実施報告）

建設・水道常任委員会

（パブリックコメントの結果報告及び最終案）
今回



歴史的風致の維持向上に関する課題 基本方針 主な事業・取組 課題

＜総合的な情報発信＞ 1 「お茶と宇治のまち歴史公園」を活用した情報発信 新規

史跡整備事業 2 歴史・文化啓発 継続

情報発信・観光交流施設整備事業 3 文化財見学会 継続 文化財見学会

＜参加体験型の取組＞ 4 市営茶室対鳳庵の活用 継続 市営茶室対鳳庵活用事業

宇治茶普及啓発事業　　など 5 宇治茶によるおもてなしの推進 新規

6 歴史資料館　常設展示及び企画展示の実施 新規

7 源氏物語ミュージアム　企画展示及び講座等の開催 新規

＜茶業の継続、品質向上・「本ず」技術の継承＞ 8 宇治茶園の支援 継続 宇治茶園支援事業

宇治茶園支援事業 9 宇治茶品質向上への取組み 継続 宇治茶品質向上事業

宇治茶普及啓発事業 10 宇治茶普及啓発 継続 宇治茶普及啓発事業

＜宇治茶ブランドの向上＞ 11 宇治茶巡りガイドツアー 新規

・「本ず」の技術伝承 情報発信・観光交流施設整備事業 12 無形民俗文化財等の記録調査 新規

市営茶室対鳳庵活用事業 13 歴史文化への愛着の醸成 新規

＜伝統行事の継承・振興＞

宇治川鵜飼助成事業　　　など

平成27年度：「日本茶800年の歴史散歩」日本遺産認定
平成28年度：白川区地区まちづくり計画策定

＜文化財の保存・価値の継承＞ 14 文化財の保存・修理・整備等への補助 新規

宇治上神社拝殿ほか屋根葺替修理事業 15 重要文化的景観の保存 継続 重要文化的景観保存事業

＜未指定文化財の調査・検証＞ 16 未指定文化財の調査 新規

文化的景観整備計画策定調査 17 天ケ瀬ダムかわまちづくり 新規

・未指定文化財の損傷や老朽化 ＜観光振興と併せた文化財活用の取組＞ 18 文化財の保存・活用の検討 新規

情報発信・観光交流施設整備事業 19 空き町家の活用の検討 継続 空き町家の活用検討調査

＜重要文化的景観や史跡宇治川太閤堤跡の活用＞

史跡宇治川太閤堤跡調査　　　　　　　　　など

＜景観政策の継続・推進＞ 20 道路の美装化 継続 無電柱化事業

無電柱化事業、建物修景助成事業 21 建物修景への支援 継続 建物修景助成事業

＜文化的景観の修景や活用＞ 22 景観に配慮した取組み 継続 屋外広告物助成事業

重要文化的景観保存事業　　など

平成27年度：文化的景観整備計画策定

令和  2年度：重要構成要素選定（4件）

＜新たな観光振興策検討・関係団体と連携した施策検討＞ 23 観光案内サイン等の整備 継続 観光サイン等整備事業

観光振興計画策定事業 24 宇治十帖スタンプラリー開催 継続 宇治十帖スタンプラリー開催

＜まち全体を楽しむ参加体験型の観光振興＞ 25 社寺等の歴史資源との連携 継続 京都・宇治灯り絵巻の開催

宇治十帖スタンプラリー開催 26 道路整備事業 継続 歩道整備事業、歩行空間整備事業

＜まちの回遊性の確保・向上＞ 27 宇治川の鵜飼・放ち鵜飼の助成 継続 宇治川鵜飼助成事業

歩道整備事業、観光サイン等整備事業

＜観光駐車場対策と併せた公共交通の利用促進＞

観光交通対策検討調査　　　　　など

平成29年度～令和2年度

・複数設置されている観光案内標識
による景観阻害

　　　　観光サイン整備
　　　　（新規8基、リノベーション15基、撤去38基）

⑤

No.

・伝統行事の担い手の高齢化や参加
者の減少

多様 な歴 史的
遺産の保存・活
用を推進する

歴史的風致の認知に関する課題

宇治茶や地域の伝統文化の継承に関
する課題

歴史・文化遺産に関する課題

①
宇治の歴史・文
化を分かりやす
く情報発信する

・大規模駐車場が少ないことによる一
極集中化

・多様化する観光客の潜在的ニーズ
に対応した体験参加型施設の不足

観光振興に関する課題

・電柱や架空線による景観阻害

・観光シーズンの宇治橋を中心とした
交通渋滞の発生

・WITHコロナ・POSTコロナの
新しい時代を見据えた施策
の検討
・観光客が歩いて楽しめるよ
うな観光交通に対する有効
な施策の検討
・複数設置されている観光案
内標識による景観阻害

第1期計画を踏まえた第2期計画における課題

・歴史的建築物の建て替えによるまち
なみの連続性の喪失

・歴史的建造物の調査や検証が不足

・本市の歴史・文化を総合的に発信
する機会が不十分

・宇治茶ブランド向上の取
組、伝統行事の継承、振興
の取組を行ったものの、次世
代への文化、技術継承に関
しては、解決には至っていな
い
・継続した取組が必要

・指定文化財の修繕等はで
きたものの、歴史的建造物
の滅失は依然として続いて
いる
・歴史的建造物の調査や検
証の不足
・未指定文化財の保存・活用
の検討が必要

伝統文化・伝統
行 事 の 継 承 と
振興を図る

②

③

1期計画

・茶園面積の減少（茶園景観の減
少）

宇治らしい街並
み景観の保全・
修景を図る

街並み景観に関する課題

・新たな魅力発見の
ため、歴史・文化資
源の再検証
・宇治らしい歴史・
文化でつなぐ周遊観
光の推進
・宇治市観光振興計
画と連携した取組の
推進

・建物のファサードや無電柱
化事業など一定の成果はあ
る。
・文化的景観保存事業を活
用して建造物の修理を行うこ
とでまちなみ景観の維持が
図れた。
・引き続き、屋外広告物の指
導及び屋外広告物助成事業
や建物修景助成事業の利用
促進が必要である。

・歴史的なまちなみ
を保全するため、地
域住民の景観に対す
る意識を高める政策
の検討
・良好な沿道景観の
形成に向けた手法の
検討

※第１３回建設・水道常任委員会資料(令和４年１２月２０日)

④

新規/
継続

・情報発信は、不十分
・歴史公園を情報発信の拠
点として活用していくことが必
要。

備考
2期計画

対応
事業名

令和3年度：お茶と宇治のまち歴史公園　開園

・現行の情報発信に
関する取り組みの継
続。
・お茶と宇治のまち
歴史公園において、
わかりやすい情報発
信を行い、周遊観光
の促進につなげる。

・茶業振興の継続支
援
・伝統文化・伝統技
術の保存・継承のた
め、次世代の担い手
育成の充実

・空き家対策と連携
する中で活用の方策
を検討
・未指定文化財の調
査
・保存、活用する取
組の方向性と効果的
な支援策の検討
・新たな視点による
歴史・文化遺産の魅
力発掘

歴 史 の ま ち に
ふさわしい観光
振興を図る

資料２


